
二

O
一

O
年

十

一

月

平

城

宮

発

掘

調

査

出

土

木

簡

概

報

問
奈

良

文

化

財

研

究

所
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こ
の
慨
削切に

川
、
先
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
州
制
収
品
山
土
木
簡
概
報

(

句

O
O
九
午
ト

一
月
刊
)
以
後
に
平
城
符
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

卜
九
)
』

の
う
ち
セ
裂
な
も
の

、
及
び
新
た
な
調
査
に
よ
っ
て
釈
文
を
総
許
す
べ
き
こ
と

が
判
明
し
た
も
の

を
収
録
す
る
c

一、

木
簡

の
出
土
地
点
と
状
況

第
四
二
九
・
四
回

O
次
間
査

(6
A
A
F
区
)

ぞ

.
0
0八
年
.
月

t
四
月

.
a一
O
O
八
午

ご
一
月
う
て
O
O
九
年
て
月
)

平
城
山
れ
第
一
-
次
大
院
側
搬
院

・
東
区
樹
党
院

・
州制
緩
殿
院
の
東
側
に
は
、
南
北

に
大
き
く
四
以
闘
の
官
術
プ
ロ
ッ
ク
が
述
な
り
、
東
方
官
術
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
各
行
術
プ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
六

m
輔
の
ト
レ
ン
チ
を
東
西
方
向
と
南
北

方
向
に
設
け
、
遺
跡

の
概
要
を
杷
隠
す
る
た
め
の

発
制
調
査
を
北
か
ら
傾
に
進

め
て
お
り
、
第
四
二
九
次
調
交
は
そ
の
第
一
.
年
次
に
あ
た
る
。
調
査
耐
僚
は
、

計
.
コ
ご

凶
凶

で
あ
る
。

明
州
倉
駅
東
側
で
以
、

務
度
の
高
い
似
立
住
地
物
併
を
検
川
し
た
が
、

ト
レ
ン

チ
四
州
代
で
あ
る
た
め
、

全
体
的
な
配
慣
や
泣
酬明
変
遺
伝
的
剛
山
止
す
る
に
は
至
勺
て

哨
酬
資
区
南
部
の
ん
糾
術
ブ
ロ
ッ
ク
ホ
問
辺
に
近
い
部
分
で
、

大
規
模
な
燦
来
上
坑
S

K
一
九
一
八
九
の
東
端
部
分
会
検
出
し
、
多
量
の
削
府

を
合
む
木
屑
層
の
存
住
今
一
確
認
し
た
た
め
、

遺
構
の
全
谷
会
把
鐙
し
た
L
L

で
、

、、話、
e

'
b
v
s
J
e
'
v
 

そ
の
巾
・
で
、

造
物
の
取
り
上
げ
を
図
る
べ
く
実
施
し
た
の
が
第
四
四

O
次
調
歪
で
あ
る
P

本
礼
耐
凶
慨
は

一
部
筑
間
二
九
政
調
金
と
磁
一複
さ
せ
た
計
二
五
五
ば
で
あ
る
。

木
簡
は
、
市
内

・・
九
次
制
査
で
は
計
二
四
八
五
九
点
{
う
ち
削
刷
。

一
川門

O
じ

土
坑
S

K
一
九
.
八
九、

南
北

ムハ
山
川
)

出
土
し
?
の
南
北
構

S
O
--
七

0
0
、

ト
レ
ン
チ
南
織
の
東
南
円
減

S

D
，
九

一
九
=・

(
釈
設
で
き
る
も
の
は
な
い
)

そ
の
付
近
の
士
坑
S
K
一
九
二

O
三
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
う
ち
、
尚
北
議

S

D
二
七

O
O
と
、
L
L

坑

S
K
一
九
一

八
九
の
一
部
の
本
舗
に
つ
い
て
は
、

* 簡

慨
縦
一
二
十
九
で
既
に
報
告
し
て

い
る
。
今
川
は
第
四
二
九
次
制
査
出
土
分
を
主

体
と
す
る
上
坑

S
K
.
九
.
八
九
と
土
坑
S
K

.
九
-
一
O
三
金
憾
作
す
る
。

土
坑
S
K
一
九
一
八
九

皮
肉
約

m
陶
北
約
し

m
の
規
慌
の
よ
け
川
で
、
拙
同

さ
は
約

m
、
同
誌
は
比
較
的
内
に
立
ち
ト
.
が
る

ポト
M
向
へ
・
一
例
の
拡
m
択
を
緩

て
前
述
の
規
模
に
な
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

レ
ン
ズ
状
に
峻
帥
制
す
る
木
崎
M
m
は
分

上
坑
上
部
の
輪
郭
部
分
に
は
炭

一昨
い
と
二
ろ
で
は
犀
さ
五

O
m
に
も
達
す
る
。

隔
が
廻
っ
て
お
り
、

士
坑
の
暖
碩

こ
れ
は
水
府
間四
が
次
第
に
炭
層
に
遷
移
し
、

に
沿
っ
て
立
ち
上
が
る
傑
相
を
呈
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
L
L

坑
は
単
な

zv
山将
来
士
山
机

で
は
な
く
、
平
城
符
で
は
初
め
て
の
焼
却
七
坑

の
可
能
性
が
尚

ぃ
。
周
辺
は

時

期
ゴ
ミ
処
刑
出
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
み
ら
れ、

S
K
一

九

一
八
九
の
丙
に
も
間
際
の
俄
却
土
抗
が
さ
ら
に
い
く
つ
か
点
作
す
る
(
但

し
‘

い
ず
れ
も
調
査
灰
内
で
は
お
紡
し
な
い

F
め
、
織
り
下
げ
は
行
わ
ず
、
遺

物
の
取
り
上
げ
は
将
来
の
全
断
澗
慌
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
)
。

S

K
一
・
九
一
八
九
の
木
府
岡
山
か
ら
は
木
簡
を
は
じ
め
、
品
市
一問
、
杓
子
、
サ
イ

調

コ
ロ
な
ど

の
さ
ま
ぎ
ま
な
木
製
品
、
平
山
城
{
呂

W
を
中
心
と
す
る
時
期

の
土
明曲
、

ま
た
、
削
府
も
多
量
に
き

託
、
鶴
子
な
ど
、
多
極
多
様
の
造
物
げ
か
出
土
し
た
。
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剛
山
上
は
企
て
上
ご
と
持
ち
州
り
、
波
剛
時
{
丞
で
遺
物
の
洗
い

出
し

を
進
め
て
い
る
郎
一
上
は
遊
物
猿
理
川
コ
ン
テ
ナ
で
約
二
八

O
O
箱
に
も

及
び
、

洗
浄
だ
け
で
数
年
を
要
す
る
。

四
二
九
次
調
査
分
で
は
コ
ン
テ
ナ
約

一

五

O
箱
金
持
ち
帰
り
、
出
土
点
数
は
二

凶

「
五
七
点

(う
ち
削
府
二

三
四
二
ヒ

点
)
で
あ
る
。

S

K
一
九
一
八

九

の
山
土
点
数
は
忌
終
的
に
は
十
万
点
を
超

え
、
こ
れ
ま
で
に
干
減
{門
跡
で
検
出
先
』
れ
た
木
簡
鮮
を
治
か
に

上
凶
る
相
続
伎

の

わ小
附
併

に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
洗
浄
で
出
よ
し
た
木
簡
に
つ
い
て
は
、
今
後
順

ま
れ
て
い
る
た
め
、

次
報
告
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

溝

s
o
-
-九
一
九
三

ト
レ
ン
チ
刑
制
に
似
慣
す
る
東
西
ぃ
M
向
の
構
。
慨
は
約

四

m
、
深
さ
は
四

O
m
で
あ
る
。

水
質
造
物
や
上
総
片
が
多
い
"
東
凶
の
勾
配

(
う
ち

は
ほ
と
ん
ど
な
く
水
が
流
れ
た
痕
跡
は
明
瞭
で
な
い
ε

木
簡
は

四
八
点

い
ず
れ
も
釈
読
で
き
々
い
。

q
J
 

削
府
四
六
点
)
出
土
し
た
u

土
坑
S
K
一
九
二

O
三

冗

側、

深
さ
一

O
叩
の
上
抗
。

S

D
.
九
一
九
三
を
完
憎
し
た
後
に

検
出
し

た
。
水
位
聞
は

二
六
じ
l

白
川
(
う
わ
削

m-二
ハ
閉
点
)
山
上
し
た
。

ト
レ
ン

チ
西
山
崎
に

位
置
す
る
、
南
北

山

東

西

そ
の

他
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、

明
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
・
一

O
O
ん

。
一

O
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

図2



-一、

凡

例

(
一
)
木
簡
は
、
内
市
仲
に
よ
り
、

什
A

伴
、

af-

-EIM

、

'
kr
L
A
T
 

そ
の

他

ω
附

に
排

列
す
る
の

を
版
則
と
し
、
彼
定
的
に
過
し
併
号
を
付

し

た
。

(
二
〉
上
坑

S
K
一
九

一
八
九
出
土
木
簡

は
川

府
が
臨
め
て
多
い
た
め
、
次
の

よ
う
な
泉
準
で
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

の
問
宇
以
上
(
疑
問
の
伐
る
文
字
も
合
む
)

判
読

で
き
る
む
の
は
す
べ

て
収
録
す
る
。

@
判
読
で
き
る
文
字
が
三
字

以
下

の
場
合
で
も
、

次

に
該
当
す
る
も
の

は
で
き
る
だ
け
収
録
す
る
。

a
、
文
書
様
式

b
、

官
級
名

e.
地
名

f
、

年

号

・
日
付

c
、
立
滋

-

-

g
、
そ

の
他
注
目
す
ベ
き
も
の

d
、

人

名

さ
乙
釈
文
の
浅
宇

は
、

概

ね

現

行
常
用
山
子
体
に
改
め

た
が
、

「
演
」

「
誇
』
「
嶋

」
な
ど
に
つ
い
て
は
右
の

字
体

を
使

用

し
た
。

「
能
」

Tを

(
四
)
釈
文
に
加
え
た
符
ロ
ザ
は
次
の
通
り

で
あ
る
e

本
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合

そ
の
阪
別
を

示

す
。

。

'J~ "" 
~J- 筒
o (f) 

上
織

も
し
く
は
-F 
蛾

孔
が
知
た
れ

て
い
る

-
』
と
を

尚

一
本
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
筒
抜
後
続
せ
ず
、
山
甲
山
の
-
字
以

上
が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

木

両

と

氏

交

ナ

る

か

向

の
州
問
柚
酬
が
施

さ
れ
て
い
る
・
-
と
会
・
・
小

、
。

4
.
，
 

U rI口
口
口

{

×

〕

寸カ-~ 、
r I l I 

欠
陥
文
字
の
う
ち
宇
数
の

総
認
で
き
る
し
の
。

欠
似
文
学
の
う
ち
ヤ

欽
が
倣
え
ら
れ
な
い
ら
の
.

ぷ
柏
戦
内
市
仲
か
ら
、
し
し
主
た
は
下
に

一
字
以
上
の
女
字
を
縦
定
マ

き
る
ら
の
。
但
し

、

削
M
川
に
つ
い
て
は
煩
峰
崎
に
な
る
の
で
、

の
氾
H
ザ
ば
明
日
時
し
ゃ
'
o

ー
』

抹
消
に
よ
り

判
統
が

附

縦
な
も
の
の

ミ

抹
消
部
分
の
乍
州
が

明
ら
か
な
場
合
に
限
り

原
字
の
左
傍
に

付

し
た
。

文
字
の
L
L

に

金

書

し

て

係

学

会

訂

正

し

て

い

る

場

合

、

訂

正

筒

原
ヰ

を

ヒ

の

要

領

で

右

傍

に

示

す

所

の

左

傍

に

・
を
付

し

、

異
柱
状
、
追

筆
。

-4 -

合

点
。

校
訂
に

関
す

る
誌

の
う
ち

、

本

文

に

置

き

換

わ

る

べ

き

文

字

を

合
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
註

ぷ
び

説

明

註
。

隔
制
品
怖
が
加
え
た
一
札
で
、
疑

問
が
残
る
も
の

文
字
に
疑
山

は

々

い
が
、
立
山味
が
一
地
じ
難
い
も
の
.

(.a)曲
帆
ぷ
ド
の
ヒ
段
の
ア
ラ
ビ
ア
欽
宇
は
、

寸

木

簡

の

設

さ

・
的

・
館

主

を

示

(
単
位
は

刷
)

欠
損

・
・
一
次
的
幣
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
品
川

合
指
弧
付
き
で
・
不
し
た
。
な
お
、

長

さ

-
M
ば

木

簡

の

文

字

の

方

向

に

よ
る
!
削

mに
つ
い
て
は
、

ル
庇
の
袋
記
を
行
略
し
た

で
ハ
)
釈
文
下
の
中
殺
に
、
現
似

の
治

作

の
形
態
合
一
不
す
型
式
擦
問
サ
を
認
し



た
。
型
式
事
情
号
は
次
の
通
り
で

四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
が

概
械
で
は
時
代
会
示
す
千
の
位
を
省
き

下
二
桁
で
表
し

た
。

な
お

一怖
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
置
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
・

2
ご
型

式

長

方

形

の

材

の

も

の

。

2
5型
式

2
5型
式

S
N】
型
式

S
M
M型
式

き
ω
-
型
式

。ou
N
怨
式

2
3型
式

g
S剛
ヱ
式

g
全
型
式

2
3
m一式

長
方
形
の
材

の
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

他
織
は
折
摘

・
腐
蝕
な
ど
に
よ

っ
て
、
原
形
の

失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
き
=

・
8
5
・
8
芯

-g
主

-g
m戸
製

一
一
端
が
方
一線
で
、

式
の
い
ず
れ
か
と
般
定
さ
れ
る
。

小
型
矩
形

の
も
の
。

小
型
矩
形
の
材
の

一
婚
を
圭
頒
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の

。
方
頭

・
圭
一頭
な
ど
穫
均
の
作
り
方
が
あ
る
。

長
方
形
の
材

の

一
一
端
に
左
右
に
切
り

込
み
を
入
れ
た
も
の
・

長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
念
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
.
繊
の
£
ポ
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、

他
織
は
折

似

-m蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

原
形
は

2
2

・
2
ω
N
・
2
2
・

2
3型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

長
方
形
の
材

の

一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

も
の
。

長
方
形
の
材

の

一
織
の
左
右
を
削
り

羽
子
板
の
柄
状
に
し

石
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の

。

本

gsmu式

0
0
2型
式

0
0
2型
式

gm-型
式

2
2型
式

由
。
竺
型
式

8
2型
式

長
方
形

ωH"
の
.
紛
の
た
布
を
削
り

旧制

F
板
の

間
附
状
に
し
て

い

他
端
は
折
損

・
時
制
蝕
な
ど

に
よ
っ
て
原
形
の

火
わ
れ
た
も

の
.

原
形
は
昂

CA
-
-
2
3型
式

の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

長
方
形
の
材
の
一
…
端
を
尖
ら
せ
た
も

の。

る
が

、

長
方
形
の
材
の

一
一端
企
尖
ら
せ
て

い
る
が

、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕

な
ど
に
よ
っ
て
以
形
の
失
わ
れ
た
も
の
@

原
形
は

2
2
・
o
c
m
-
型

式
の
い
ず

れ
か

と
推
定
さ
れ
る
。

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
遜
将
の
あ
る
も
の
。

}
内
に
製
品

名
を
註
記
し
た
。

刈
途
未
詳
の
木
製
品
に
務
者
の
あ
る
も

の。

折
損

・
割
設

・
腐
倣
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
原
形
の
判
明
し
な
い
も

の。

'h
d
 

削
屑
。

指
弧
内

の
番
号
は
、
-
一次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で

き
る
原
形
の
出
弐

番
号
を
表
す
。

{七
)
釈
文
ド
の
下
段
に
出
よ
地
点
を
示
す
小

地

院

名

(
ア
ル
フ
ァ
ベ
ジ

卜
・

Z
は
地
一院
不
明
を
一
不
す
。
複

数

の
地
区
か
ら
出
土

左

数
字
)

会
記
し
た
。

し
た
断
片
が
接
続
し
た
場
合
は
、

地
区
名
を
+
で
併
記
し
た
。

な
お

土
坑
S 
K 

-JL 

八

九
ぴ〉

迫;
小物
地 の

第
凶
四

O
次
羽
倉
で
は
、

取
り
上
げ
を
特
に

一

m
の
、
グ
リ
ッ
ド
を
設
定
し
て
行

っ
た
た
め
、

区
名
の
次
に

「|
」

で
一

m
グ
リ
ッ
ド
名
の
数
字
を
併
記
し
た

図

参

m…}
。



(
八
)
釈
文
の
出
土
地
点
の
ド
に
付
し
た

「ヱ

印
は

円
絵
写
真
に
写
実
を
抑
制

げ
た
水
簡
を
示
す
。
例
え
ば
、

『
特

N
』

{立

『
図
版
.
ご
に
対
応
す
る
。

本
書
の
作
成
は
、
都
減
鵬
首
樹
間
資
飾
的
人
料
研
究
窓
が
行
っ
た
。
木
間
の
釈
絞

に
は
、
渡
辺
晃
出
品

・
馬
助
法

・
浅
野
啓
介

・
Mmボ
悶
訓
也
が
あ
た
り
、
弁
ヒ
品
中
が

こ
れ
を
補
助
し
た
。
編
集
に
際
し
て
は
、
山
女
印
仙
院
京
子

・
怖
本
有
地民
江

・
小
池

綾
子

・
杉
本
敬
子

・
寺
尾
待
子

・
松
本
大
姉

・
曲
川
島
真
理
子

・
吉
岡
直
人

・
吉

原
啓
各
氏
の
協
力
を
得
た
。
写
真
は
企
画
調
整
部
写
真
筆

の
中
村

一
郎

・
鎌
倉

綾
の
撮
影
に
よ
る
・
本
書
の
編
集
は
浅
野
が
担
当
し
た
。
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